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入門演習における出前授業の取組 
――「エコ・トレードゲーム（KIU版）」
神　山　智　美　
はじめに
　筆者が勤務している九州国際大学は、全学部において１年生は通年・必須の
入門演習という科目を受講する。昨年度の筆者の入門演習メンバーは、ゼミ
生20名（男性18名，女性２名）であり、ゼミごとに配置されるSA（Student 
Assistant）と呼ばれる上級生のアシスタントが２名であった。
そもそも入門演習は、新入生がまずもって大学に慣れ、友人を作り、今後の
大学生活を営んでいく足掛かりを築くことを目的としている。そのため、筆者
は、「散歩（三歩として、友人・大学・地域を一歩ずつゆっくり知っていく）」
を年間テーマにしており、地域の特色や営みを勉強しつつ、それらを踏まえて
何らかの貢献ができることを目標にしている。
昨年度の春学期（前期）は、大学近辺から徐々に視野を広げ、北九州市同区
内に在する北九州市環境ミュージアムを訪問してワークショップに参加したこ
とに加え１、同区内の交通問題を検討するために北九州市の都市交通政策課の
方々のお話を拝聴した２。また、2014年のESD（Education for Sustainable 
Development：持続可能な開発のための教育、以下「ESD」という。）国際
会議が日本（名古屋）で開催される運びとなり、北九州市もRCE（Regional 
Center of Expertise on Education for Sustainable Development）の一つ
として何らかの責務を果たさねばならないことを知った。
それらを踏まえて、秋学期（後期）には、ゼミでもESDについて何か取り
組もうということになった。学生からの要望は、「出前授業に行きたい（「でき
れば母校がいい」とか、「女子校に行きたい」とかという要望もあった）」が最
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も多く、学生が高校生に何を指導できるかを考えた。その結果、ゲーム指導が
適当であろうと思い、トレードゲーム（貿易ゲームともいう。以下１－（４）
に詳述している。）を、環境教育、それも、北九州が行っている環境国際協力
を素材として、いわゆるエコに限定しない広い意味での環境について扱えるエ
コ・トレードゲーム（本学のゼミで行うので九州国際大学バージョン（kyushu 
International Universityバージョン）とする: 以下「エコ・トレードゲーム
（KIU版）」という。）に改良して指導しようということになった。
　その経過を、（１）入門演習ゼミ生によるエコ・トレードゲーム（KIU版）
の作成（２）入門演習ゼミ生によるエコ・トレードゲーム（KIU版）の実践、
（３）高校生のふりかえり、（４）大学生のふりかえり、という項目ごとに順に
以下に報告することとする。なお本稿はあくまでも実践報告であり、決して今
後のESDの方向性等を論じるものとはいえないが、学生がESDというものに
触れ、それを自覚的に推進した足跡として記録するものである。
１．入門演習によるエコ・トレードゲーム（KIU版）の作成
⑴　ESDに関する学びと特色を把握
はじめに、ESDについて学ぶ機会を設けた。手法は、筆者が基本書３を紹介
し、その中の関連する章をゼミ生と輪読するものである。そうした勉強会のな
かで、我々がESDを推進するうえで取組む（試論する）べき具体的な課題と
して、以下の３点を見つけた。①ESDは、新しい概念であり、これまで受け
てきた教育や、総合的な学習の時間等で行われている環境教育と何が異なるの
かということ、それを踏まえて、②我々が持続可能性に貢献するためには、何
をどう変えていけばよいのかということ、③ESDの推進には協働して人づく
りや仕組みづくりをしていくことが必要であるとのことであるが、それにはど
のように貢献できるのか、というものである。
上記の①～③の課題に関して、ゼミ生が、ESD推進者として獲得したこと
は以下のようなものである。ただし全員が同様の認識に達したわけではなく、
かなりの部分は言語化できないあいまいなイメージにとどまると推測してい
る。まず①については、これまで行われてきた環境教育・開発教育・人権教
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育・福祉教育・平和教育・国際理解教育等を融合させながら、一体として展開
していく全体的な（holistic）ものであるということである。②については、
持続可能性という意味の把握が難しかった。しかしながら、春学期には「環境
再生から環境未来都市へ」という北九州市の姿勢を学び、北九州市環境ミュー
ジアムでのワークショップや、北九州市都市交通政策課の方々にご出講いただ
き高齢化社会対策や環境保全対策のための交通行政についてのお話も伺って
きた。これらのなかでゼミ生たちは、環境保全が大切とはわかっているもの
の、人々が率先して公共交通機関を使うように誘導することの難しさをつかん
できた。そのため、環境によいことをすることがその人にとっても何らかの利
益（beneﬁt）になるような政策こそが、理想的であるということを習得して
いた。よって、環境を保全するだけでなくそれを経済社会の中で位置づけるべ
く産業化していくことが、「環境・経済・社会」の全ての持続可能性に資する
ものであるということをふまえて、「環境再生の産業化」を持続可能性への貢
献として主たるテーマにすることにした。③については、ゼミ生たちが後輩
である高校生に教えるということも、ESD推進側の世代を広げることになる
のではないかと考えた。ただし、指導をする立場にはすぐさまなれないため、
ゲーム指導を実践するという方法をとることとした。よって、①ESDの全体
像（holistic）を踏まえながら、②「環境再生の産業化」というテーマを基本
としてより多くの要素を組み込むゲーム作りをして、③より若い世代にゲーム
指導をしようということになった。
⑵　各種ゲームの検討
さしあたり、今ある環境教育ゲームのいくつかを試してみて、その中で「環
境再生の産業化」をテーマとすることが可能であり、持続可能性に資する要素
を織り込みやすいもので、なるべく広範囲のことを考えられるものを基にし
て、自分たちで改良していこうということになった。
ゼミ生でゲームを試みたものには以下のものがある。はじめに、北九州市の
「エコとり物語（北九州市環境カードゲーム）」であり、市内の小学校に常備さ
れてものである。トランプのように遊ぶものであり、少人数対象で、面白みに
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欠ける。また、実際にカードとして遊んでいると、カードの内容をじっくりと
学習する余裕はないということも分かった。
次に、インターネット上にあるエコゲームをいくつか探してみた。なかでも
多くの人が参加しているTOYOTAの「カーアンドエコゲーム」４にゼミ生皆
で取組んだ。中には全国で２ケタの順位を獲得する者もいた。このゲームは月
ごとで順位決定しているが、なかには50,000位になる者もいて、多くの人が遊
んでいるゲームであることも分かった。ゼミ生のなかにはエコゲームと聞く
と、勉強に関わることかと思い敬遠してしまう者もいるようであったが、面白
ければ老若男女を問わず多くの人が積極的に楽しんでくれるということも理解
できたようであった。
このゲームは、ディスプレイ上のサイコロを振って双六式でコマを進めなが
ら、車メーカーで車を作りながら事業を展開していくストーリーである。結果
は「エコ度」と「お金（利潤を含む総額）」を数値化して表すことになってい
る。ゼミ生たちは、「エコ度」を気にして設備投資をしながらエコカー製造の
企画・設計・製造を順に進めていく。しかしながら、最終的な順位は、「お金
（利潤を含む総額）」のみで決められていた。それが分かると、ゼミ生たちが「お
金だけで順位を決めるのはおかしい」「エコ度ゼロなのに、順位は高い」等と、
疑問を呈し始めた。
⑶　ゲームで評価すべきポイントと、ゲームのあり方
そこで、「どういう基準で順位を決めるべきか」ということを話し合った。
結果として、「お金とか得点だけではなく、エコ度も評価の対象とすべき」「エ
コ度をとるかお金をとるか、ゲームのプレイヤーが選べるほうがよい（エコは
押し付けるものではないから）」「九州国際大学らしさということで、北九州の
ことも加えるとよい」という意見があがった。
ここに、先に検討した①のESDの要素としての、環境教育・開発教育・人
権教育・福祉教育・平和教育・国際理解教育等を融合させながら、一体として
展開していく全体的な（holistic）ものとすること、②「環境再生の産業化」
をテーマとして持続可能性という視点も盛り込むことの必要性も確認した。
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⑷　トレードゲーム（貿易ゲーム）をやってみた
これらを踏まえて筆者から提案したのが、トレードゲーム５の改良である６。
トレードゲームとは、自分たちの国づくりをしながら、最初に与えられた資源
と技術をもとにして、貿易をしながら自分たちの国づくりについて考えること
ができるゲームである。製品をたくさん生産する国とそうでない国、お金がた
くさんある国とそうでない国等の違いは出来てくるが、基本的に勝ち負けを競
うものではない。このトレードゲームをもとにして、②のテーマである「環境
再生の産業化」を加えることで北九州市らしさを出し、エコ・トレードゲーム
（KIU版）７というものを作成してはどうかと提案した。
学生達の反応は、「まずそのゲームをやってみたい」というものであり、（ⅰ）
「筆者が提供するトレードゲームをやってみる」→（ⅱ）トレードゲームの本
質を知る→（ⅲ）「１－（３）の視点で改良点を検討する（エコ度も計れるよ
うにする・エコを押し付けないものとする・②を素材として北九州らしさを加
える）」というステップで進めることとなった。
はじめに（ⅰ）「トレードゲーム」を皆でやってみた。学生たちは皆初めて
このゲームに取組んだようであり、彼らの反応は、総じて「面白かった」「もっ
と時間がほしかった」というものであった。皆が積極的に交渉してくれ、さす
がに大学生らしく輸出入のみでなく、植民地やら亡命やら、三国同盟やら連合
国やらといった生産活動や貿易とは関係のないことを想定してくれた。筆者
は、こうしたことを繰り返し過ぎると、ゲームの本旨を見失ってしまうため、
予め禁止せねばならないことや注意事項に加えねばならないことが多々あると
いうことを、確認できた。また、資源も技術も揃いすぎてしまうと、製品を作
ることだけに一生懸命になってしまうので、有益な学習にはならないというこ
と等にも気付かされた。
⑸　トレードゲームの本質
「トレードゲーム」をやってみて、学生が、（ⅱ）トレードゲームの本質と
して気付いたことと、ゲームを進めるために留意すべき点について以下に述べ
る。ゲームの本質としては、「資源も技術も潤沢にある国は多くの製品を生産
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でき、お金も得られ、国際社会にも貢献できる」「資源や技術に乏しい国でも、
他国との交渉（貿易）によって製品を生産できるので、他国との協力が必要で
ある」「技術も資源も乏しい国は、時間があってもどうしようもない。せめて
国民が労働者として出稼ぎに行くしかない。」ということであった。これらを
要するに、開発教育、国際理解教育、平和教育などといわれる国際的なものの
本質の一つは、「格差」ではないかということであった。そもそも資源と技術
が乏しい国は、他国からのサポートを得ることでしか発展できず、場合によっ
てはさらなる「格差」を生むことにもつながったからである。
また、トレードゲームを進めるための留意点としては、まず「ゲームとはい
え、（本質をつかむには）小学生には難しいのではないか」という声があがっ
た。よって、対象の学齢にあわせたゲームづくりをせねばならないということ
を確認した。次に、亡命、植民地、連合国の締結などという別の遊びの要素を
勝手に楽しみだしてはならないため、これらを禁止することした。さらにこう
した禁止すべきことは初めに明示しておかねばならず、禁ずる行為項目を検討
した。
⑹　トレードゲームを改良してみよう
 最後に、（ⅲ）｢１－（３）の視点（エコ度も計れるようにする・エコをお
しつけないものとする・②を素材として北九州らしさを加える）」で改良点を
検討する作業を行った。これはすなわち、②のテーマである「環境再生の産業
化」という北九州らしさを取り入れることであり、こうした各国の活動で国際
社会へのエコでの貢献度を計れるものとすることでもあった８。
具体的には、ゲームの中で各国で生産する製品を「きれいな水」「きれいな
空気」「植林活動」とした。これらをエコマネーかグリーンカード（環境投資
マネー）９に代えることとし、選択できるようにした。ここには、エコは押し
つけるものではないが、指標としてお金がもうけられるか（増やせるか）とい
うことだけではなく、「エコ度」も計れるものとしたいという意思に基づくも
のである。
以上の点を加えて、エコ・トレードゲーム（KIU版）を作成した。
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⑺　授業計画書の作成
次のステップとしては、エコ・トレードゲーム（KIU版）を指導を実践さ
せていただく学校を探すことが必要となった。そこで、筆者が、授業計画書（資
料１）を作成し、北九州ESD協議会の調査研究部会のML（メーリングリスト）
に情報提供して、初等・中等教育をご担当されている先生方にお尋ねすること
とした。
幸いなことに、即日県立ひびき高等学校の田中文子教諭（公民科）からご連
絡をいただくことができた10。その後の打ち合わせを通じて、2011年12月７日
（水）にエコ・トレードゲーム（KIU版）の実践を決定11し、ゼミ生は準備に
取組み始めた12。
２．入門演習ゼミ生によるエコ・トレードゲーム（KIU版）の実践
2011年11月７日（水）は、現地集合とした。遅刻した場合には、相手先の高
等学校への入場が禁じられていたため危惧したが、遅刻者は皆無であった。ま
た、事前に準備し練習したシナリオ（資料２）の通りに、概ね進行できた。た
だし、冒頭部分の導入で時間を要したため、取組み時間が少なくなってしまっ
たが、田中教諭の「さらに少なくしてみましょう。その方が皆の動きがどうな
るか楽しみだから。」というご提案の下に、途中でさらに時間を短縮した。
ゲーム進行においては、ハサミを用いなくとも定規で紙を切る生徒がいた
り13、さまざまな工夫をする生徒が出てきたり14ということも予想されるので
あるから、これらの場合への現場での対応が常に課題である。
３．高校生によるふりかえり
　後日15田中教諭が、授業時にグループごとにふりかえりをされ、その概要を
まとめて筆者にお送りいただけた。その資料に若干の考察を加えたものが「ひ
びき高校　現代社会・基礎　エコ・トレードゲーム（KIU版）のふりかえり
（１）｣（資料３）である。各グループの｢国の生産活動・貿易活動｣は、どの
グループも積極的に外交・貿易をしており、活発であったと評価できる。
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なお、田中教諭によるふりかえりが学問的にも大変精緻になされており、た
いへん参考となるのでここに「ひびき高校　現代社会・基礎　エコ・トレード
ゲーム（KIU版）のふりかえり（２）｣（資料４）として呈示してておく。
４．大学生のふりかえり――まとめに代えて
　ゼミ生によるふりかえりを行い、年度末のプレゼン大会にて報告した。ゼミ
生によるふりかえりは、以下の三点である。
　第一点目として、彼らの希望していた「高等学校への出前授業」であったが、
難しいという感想に尽きた。よりスムーズな指導ができることが望ましい。ス
ムーズな指導のあり方については、高校生の感想においても指摘されているよ
うに、現実の国際社会では国際連合を介しての援助もあるため、ゼミ生が適宜
「国際エコ連合」として各国に指導に入るという措置をとっていくべきであっ
たと考えている。
　第二点目として、大統領の役割等も限定せずにもっとグループの皆で国づく
りを考えられる設定にすべきであると考えている。グループ内での各役割にど
の程度の制限を課すか（もしくは課す必要がないか）ということについては、
今後検討せねばならない。
　第三点目として、資料４の「生徒の感想」における「ゲームの改良すべき点
等」の指摘は、可能な限り検討していきたいと思うものが多かった。変換レー
トの変更や、紙の屑を産業廃棄物や温室効果ガスでたとえて、何らかの取引材
料というアイデアも傾聴に値する。これらは、生徒たちが、ゲームではあるも
のの、その単純なルールや条件設定に現実の複雑な国際社会のありようを鮮明
に投影した証にほかならず、現実の国際社会への認識を深めた大きな成果であ
ると考える16。さらに、ゲームの中では社会の是正措置（国連の諸活動）が不
十分なことや、人・物・金の流通が単純化されているが現実の社会ではより複
雑であるということを、指摘してくれた。ここにも、改めて国際社会の仕組み
を認識してくれた点がうかがえる。そのため、さしあたっては、グリーンカー
ドや国際エコ連合の位置づけを検討することが今後の課題である。
　以上のような反省点を踏まえつつも、そもそものESD推進者となるという
－ 63 －
入門演習における出前授業の取組――「エコ・トレードゲーム（KIU版）」
趣旨に鑑みると、一歩前進したという感想も併せてもった。高校生の「自分の
国だけ稼ぐことが良くないことだと気付いた」「如何に自分が国際経済に無関
心だったか」という感想をひきだせたところが、（多くは田中教諭の労による
ものではあるが）一つの成果であろうと考える。
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運営及びゲーム指導にご協力いただけ、さらには丁寧なふりかえりを実施いた
だきそのまとめをお送りいただけた。この場を借りて心から感謝申し上げる。
注
１　2011年５月20日（金）１・２時限目
２　2011年６月24日（金）１・２時限目　北九州市建築都市局都市交通政策課の方々
にご出講いただき、低炭素化社会への取組はもとより、高齢化が著しい地域の交
通機能維持のための諸政策等についても学んだ。
３　生方秀紀・神田房行・大森　享『ESD（持続可能な開発のための教育）をつく
る――地域でひらく未来への教育――』（ミネルヴァ書房・2010）
４　http://cp.toyota.jp/careco/carandeco_opening.html（2012年９月19日閲覧）
　　カーアンドエコゲームにおける「サステイナビリティ（持続可能性）」の説明は
以下のとおりである。
　　「カーアンドエコゲームは、３つのサステイナビリティを考えながら、自動車会
社の経営（けいえい）をおこなうゲームです。わたしたちの生活や社会を豊かな
ものにしながら環境を保ち続けていく工夫をするのが「サステイナビリティ」と
いう考え方です。
　　カーアンドエコゲームに出てくるサステイナビリティは、つぎの３つです。
　　研究開発：環境にやさしいクルマを研究開発することで、人と、地球と共生で
きるクルマ社会を目指します。
　　モノづくり：自然を活用した太陽光パネルやエネルギー使用量が少ない省エネ
機械の設置など、環境のことを考えながらクルマづくりを行います。
　　社会貢献：クルマづくりや研究開発だけでなく、広く社会全体の役に立つ活動
を行います。」
５　一般的に小中学校で行うトレードゲームの一般的な実施方法は、次のようなも
のであると筆者は認識している。まず、子どもたちが６～８のグループになり国
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を作る。それぞれの国に大統領と国民を決める。国ごとに、色紙（資源）とはさ
みやコンパス等の文房具（技術）が渡される。紙と文房具を使って、定められた
形の丸や四角を作って国連に渡すと、お金に引き換えてもらえることになってい
る。ただし、国ごとに持っている紙の種類や枚数、道具の種類が異なるので、必
要なものを得るために他の国と交渉（貿易）をしていくことになる。そうして自
分たちの目指す国づくりをしながら、（時間と）ものとお金の関係について考える
ことができるのである。
６　トレードゲームを改良してエコ・トレードゲームにするという発想は、特定非営
利活動法人　ひまわりの種の会・市民太陽光発電http://himawari.her.jp/wp/（2012
年９月27日閲覧）等から得た。
７　ESDは、「全体的な（holistic）もの）」ではあるが、あれもこれもということで
は伝えたい点が絞りきれないことを懸念した。よって、テーマとして打ち込むも
のの設定が必要であると考え、「エコ・トレードゲーム」とした。
８　この部分には、北九州市環境ミュージアムにて学習した、環境国際協力の流れ
が生かされている。
９　ミニグリーンカードを５枚集めると、グリーンカード１枚に代わるものとし、
グルーンカード保有国には毎年200エコ/10年支給されることと規定した。詳細は資
料２のシナリオを参照のこと。
10　2011年11月２日に北九州ESD協議会の調査研究部会のMLにおいて情報提供させ
ていただき、その当日に県立ひびき高校の田中教諭からご連絡をいただけた。
11　県立ひびき高等学校から、「公民科の授業における講師派遣について（依頼）」を
九州国際大学経由筆者宛にいただいた。
12　教育計画書では、書記官は大学生が務めることになっていたが、高校生が実施
するのであれば高校生自身が書記官（書記）を務めることと変更して実施した。
13　今回のゲームでは、ゼミ生も臨機応変な対応が難しく、｢定規で紙を切るという
ことはルール違反｣としてしまった。しかしながら、もう少し現場での対応に慣れ
てくれば、｢出来上がった製品の質｣に着目して、「質は劣るが製品としての用を足
すため、変換レートを通常の２分の１にする」というような弾力的な運用を現場
で導き出すことも可能である。
14　今回のゲーム実施では現れなかったが、定規と鉛筆と紙で、簡易のコンパスを
作成することも可能であることから、そうした場合の的確な対処が求められる。
一概に｢ルール違反｣とするよりは、｢出来上がった製品の質｣によって、弾力的に
変換レートを変更するような措置が適当であろう。
15　2011年12月12日の授業時にふりかえりを実施され、筆者にそのまとめをお送り
いただけた。
16　このような気づきを導かれた田中教諭の指導力の賜物である。
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資料１：2011年度エコトレードゲーム（KIU版）授業計画書
九州国際大学法学部　神山智美
授業者 九州国際大学法学部入門演習（１年生）神山ゼミ生18名
＋（SA　スチューデント・アシスタント２名）
授業対象 北九州市内　児童もしくは生徒　１クラス
授業目的と内容 2014年にESD（持続可能な開発のための環境教育）国際会議が名
古屋で開催される。ESD推進に関しては、北九州市も拠点地域の
一つとなっている。そこで、地元の大学生として環境未来都市で
ある北九州市の環境教育に貢献するため、今回の試みを考えた。
教育内容は、「環境活動と経済活動の関わり」や「資源と技術を
国際的なつながりの中でどのように活用して自国を豊かにしてい
くか」ということを、ゲームを通じて考えることである。「資源」
に乏しい国、｢技術｣に乏しい国等がどう工夫すべきかということ
や、経済的に豊かな国が｢勝ち｣というわけではなく、国民が幸せ
になれる国のあり方も皆で考えることができる。特に、｢技術｣の
部分は、北九州市が公害を出さないための技術を海外に輸出でき
ていることからも、そうした「環境再生の産業化」をゲームに取
り入れて、国際社会への貢献を意識させ児童（生徒）への導入も
図っていく。
なお、指導をする側にも、楽しくわかりやすく教えるために工夫
を続けることは勉強になり、指導を受ける側にも日ごろはあまり
接することのない異学年(大学１年生)とのコミュニケーションで
得るものがあればと期待する。
授業計画（1.5校時） ０‐５分　自己紹介
５ - 10分　ゲーム説明・グループ分け
10‐15分　各グループの国名決め、大統領、書記官、国民を決める
(書記官には大学生が入り、児童が戸惑うようであれ
ば少しずつヒントを与える)
15‐20分　国名・大統領名を黒板に書く。机の上にも国名の三角
プレートを置く。
20‐50分　ゲーム実施
50‐60分　黒板に最終的な状態を記入。（経済状態と、環境投資
マネーについて）各グループで反省とまとめ。
60‐70分　各グループで、「どういう作戦をとって、どういう国
を創ったのか。それは成功したのかどうか。｣を発表
してもらう。
70‐75分　まとめ
資源や技術のない国の発展の仕方、資源と技術のアン
バランスな国の戦略等、それぞれのグループの健闘を
お互いにたたえる。
備考 論理的には、資源も技術も乏しい貧困国は経済的に豊かになれ
ず、環境問題とはいっても所詮は｢資源と技術の奪い合い｣である
ということが結論になりそうなのであるが、児童（生徒）の思わ
ぬコミュニケーション力（外交力）の発揮やアイデアで挽回もあ
る。そのため、当初は資源や技術に乏しくとも、国際協力のなか
で国民を幸せにする工夫もできるということも学べる。
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資
料
２
入
門
演
習
神
山
ゼ
ミ
12
月
7日
（
水
）
ひ
び
き
高
校
で
の
教
育
実
践
シ
ナ
リ
オ
12
月
７
日
（
水
）
ひ
び
き
高
校
（
公
民
科
：
田
中
文
子
先
生
）
 
８
：
45
－
10
：
15
　（
於
　
物
理
教
室
）
８
時
15
分
に
戸
畑
駅
を
出
発
８
時
30
分
ひ
び
き
高
校
玄
関
に
集
合
玄
関
で
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
書
く
 
写
真
：
デ
ジ
カ
メ
３
名
（
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
神
山
）
は
じ
め
に
　
　
田
中
先
生
が
ご
紹
介
く
だ
さ
る
。
　
　
　
　
　
　
男
子
７
名
・
女
子
20
名
　
机
に
座
り
、
机
ご
と
で
「
１
つ
の
国
」
と
す
る
。
＊
全
員
前
に
整
列
　
前
の
2つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
ゼ
ミ
メ
ン
バ
ー
の
席
と
す
る
。
ゼ
ミ
リ
ー
ダ
ー
：
は
じ
め
ま
し
て
。
私
た
ち
は
九
州
国
際
大
学
の
１
年
生
で
神
山
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。
 
今
日
は
皆
さ
ん
と
ゲ
ー
ム
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
機
会
が
持
て
て
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
 
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 
最
初
に
簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
書
い
て
あ
る
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。
 
＊
順
に
自
己
紹
介
を
す
る
。
ゼ
ミ
リ
ー
ダ
ー
：
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
準
備
し
た
「
エ
コ
ト
レ
ー
ド
ゲ
ー
ム
」
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
 
皆
さ
ん
の
座
っ
た
机
が
７
つ
あ
り
ま
す
。（
＊
７
つ
以
内
に
こ
こ
で
ま
と
め
る
）
 
そ
の
同
じ
机
に
座
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
「
一
つ
の
国
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
全
部
で
７
つ
の
国
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
国
単
位
で
貿
易
や
交
流
を
し
て
も
ら
っ
て
、
自
分
た
ち
が
作
り
た
い
国
を
作
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
 
＊
国
名
の
模
造
紙
を
黒
板
に
貼
る
。（
マ
グ
ネ
ッ
ト
は
田
中
先
生
が
ご
準
備
く
だ
さ
る
。）
（
　
　
　
　
　
）：
で
は
ま
ず
皆
さ
ん
の
国
の
国
名
と
、
大
統
領
、
書
記
官
、
国
民
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
 
秘
書
官
は
書
記
の
役
割
に
な
り
ま
す
。
大
統
領
は
、
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 
＊
皆
で
決
め
て
も
ら
う
。
３
分
程
度
。
（
　
　
　
　
　
）：
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
は
、
机
の
上
の
三
角
プ
レ
ー
ト
に
国
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 
そ
し
て
前
に
書
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 
＊
ペ
ン
を
準
備
し
て
生
徒
に
渡
す
。
 
（
三
角
プ
レ
ー
ト
と
ペ
ン
は
田
中
先
生
が
ご
準
備
く
だ
さ
る
。）
 
＊
書
き
あ
が
っ
た
と
こ
ろ
で
次
へ
。
（
　
　
　
　
　
）：
こ
の
ゲ
ー
ム
で
は
書
記
官
が
書
記
を
す
る
以
外
は
、
文
房
具
を
使
用
し
ま
せ
ん
の
で
残
り
の
文
房
具
は
片
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 
で
は
次
に
、
皆
さ
ん
の
国
に
「
資
源
」
と
「
技
術
」
を
配
分
し
ま
す
。
 
大
統
領
は
前
に
出
て
き
て
く
だ
さ
い
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
勝
っ
た
順
に
選
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
 
＊
ジ
ャ
ン
ケ
ン
し
て
も
ら
い
勝
っ
た
順
に
好
き
な
ボ
ッ
ク
ス
を
選
ん
で
も
ら
う
。
 
＊
も
う
１
枚
の
変
換
レ
ー
ト
の
模
造
紙
を
貼
る
。
 
　（
マ
グ
ネ
ッ
ト
は
田
中
先
生
が
ご
準
備
く
だ
さ
る
。）
（
　
　
　
　
　
）：
で
は
次
に
書
記
官
の
人
、
出
て
き
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
に
資
源
と
技
術
は
ど
う
い
う
も
の
が
あ
っ
た
か
を
記
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
国
が
ど
う
い
う
活
動
を
し
た
か
を
記
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
 
＊
書
記
官
に
記
録
用
紙
と
約
束
事
の
紙
を
配
る
。
 
＊
前
に
国
際
エ
コ
連
合
を
準
備
す
る
。同
時
に
複
数
人
が
来
て
も
よ
い
よ
う
に
準
備
す
る
。
（
　
　
　
　
　
）：
で
は
次
に
約
束
事
を
説
明
し
ま
す
。
前
に
国
際
エ
コ
連
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
皆
さ
ん
が
技
術
と
資
源
を
使
っ
て
製
品
に
し
た
も
の
を
、
お
金
か
ミ
ニ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
と
い
う
環
境
投
資
マ
ネ
ー
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
製
品
は
、
北
九
州
市
が
環
境
再
生
技
術
を
ア
ジ
ア
諸
国
に
輸
出
し
て
い
ま
す
の
で
　
環
境
を
良
く
す
る
も
の
で
考
え
て
み
ま
し
た
。
ミ
ニ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
は
５
枚
で
１
枚
の
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
」
に
な
り
ま
す
。
こ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
国
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
国
」
と
し
て
国
際
的
な
評
価
も
受
け
ま
す
し
、
10
年
間
に
わ
た
り
毎
年
20
0エ
コ
支
給
さ
れ
ま
す
。
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大
統
領
は
、
亡
命
も
出
稼
ぎ
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
統
領
に
よ
る
他
国
と
の
直
接
交
渉
は
で
き
ま
せ
ん
。
書
記
官
は
、
そ
の
国
が
ど
う
い
う
活
動
を
し
た
か
、
例
え
ば
、
他
国
と
の
契
約
し
た
内
容
や
労
働
内
容
、
輸
出
入
等
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。
（
　
　
　
　
　
）：
で
は
時
間
は
40
分（
○
時
○
分
ま
で
）で
す
。
始
め
て
く
だ
さ
い
。
 
＊
ゲ
ー
ム
を
進
め
て
い
る
。
 
＊
見
守
る
。
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。（
お
金
だ
け
に
走
る
国
も
出
て
く
る
か
？
）
 
＊
国
際
エ
コ
連
合
の
席
に
座
っ
て
役
割
を
は
た
す
。
（
　
　
　
　
　
）：
あ
と
10
分
で
す
。（
＊
10
分
前
に
告
知
）
（
　
　
　
　
　
）：
で
は
終
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
席
に
つ
い
て
く
だ
さ
い
。
 
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
う
活
動
を
し
た
の
か
を
簡
単
で
い
い
の
で
紙
に
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 
そ
し
て
、
獲
得
し
た
エ
コ
マ
ネ
ー
と
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
合
計
も
、
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 
皆
さ
ん
の
国
で
は
、
ど
う
い
う
作
戦
を
た
て
て
ど
う
い
う
取
り
組
み
を
さ
れ
ま
し
た
か
？
各
国
ご
と
で
振
り
返
っ
て
紙
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 
＊
ポ
ス
タ
ー
と
ペ
ン
を
各
国
に
配
る
。
 
＊
ポ
ス
タ
ー
の
裏
面
に
各
国
の
振
り
返
り
を
記
し
て
も
ら
う
。
 
　（
ポ
ス
タ
ー
と
ペ
ン
は
田
中
先
生
が
ご
準
備
く
だ
さ
る
）
 
＊
神
山
も
見
回
り
ま
す
。
（
　
　
　
　
　
）：
で
は
、
各
国
に
（
も
し
く
は
２
名
ほ
ど
に
）
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 
　
O
r
 
で
は
、
み
な
さ
ん
の
振
り
か
え
り
を
前
に
掲
示
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 
＊
発
表
し
て
も
ら
う
の
で
あ
れ
ば
発
表
を
聞
く
。
掲
示
で
あ
れ
ば
皆
で
掲
示
を
見
る
。
（
　
　
　
　
　
）：
皆
さ
ん
よ
く
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
国
や
、
資
源
や
技
術
が
な
く
て
苦
労
し
た
国
、
貿
易
相
手
が
見
つ
か
り
づ
ら
か
っ
た
国
等
色
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
資
源
や
技
術
が
少
な
く
て
も
、
他
の
国
と
交
渉
し
て
上
手
に
製
品
を
作
っ
た
国
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
 
ま
た
、
エ
コ
マ
ネ
ー
か
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
も
迷
わ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
そ
う
や
っ
て
一
つ
一
つ
を
選
ん
で
決
め
て
い
く
こ
と
や
、
皆
さ
ん
が
他
国
と
協
力
し
て
製
品
を
作
ろ
う
と
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
、
国
の
方
向
性
や
あ
り
か
た
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
　
　
　
　
　
）：
最
後
に
、
田
中
先
生
ご
講
評
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
　
　
　
　
　
）：
今
日
の
出
前
授
業
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
し
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
で
な
ん
と
か
エ
コ
ト
レ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
皆
で
楽
し
め
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
田
中
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
全
員
で
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
＊
全
員
で
お
礼
を
言
う
）
以
上
　
　
　
　
　
＊
後
か
た
づ
け
を
し
て
速
や
か
に
撤
収
。
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エ
コ
・
ト
レ
ー
ド
　
ゲ
ー
ム
（
KI
U版
）
ひ
び
き
高
校
で
の
実
践 大
統
領
と
秘
書
官
と
国
民
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
（
秘
書
官
は
書
記
で
す
。
他
国
と
の
契
約
内
容
や
労
働
、
輸
出
入
に
つ
い
て
記
し
て
く
だ
さ
い
）
国
民
と
秘
書
官
は
、
労
働
も
、
他
国
へ
の
出
稼
ぎ
（
技
術
を
持
っ
て
の
出
稼
ぎ
も
可
能
）
も
で
き
ま
す
。（
大
統
領
は
、
亡
命
も
出
稼
ぎ
も
で
き
ま
せ
ん
）
国
名
大
統
領
名
書
記
官
名
国
民
名
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
皆
さ
ん
が
資
源
と
技
術
を
生
か
し
て
ど
う
い
う
国
を
作
る
か
と
い
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
資
源
と
技
術
を
活
用
し
て
製
品
を
作
る
と
国
際
エ
コ
連
合
か
ら
お
金
（
エ
コ
マ
ネ
ー
）
か
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
が
も
ら
え
ま
す
。 (
ミ
ニ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
５
枚
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
１
枚
に
か
わ
る
：
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
は
毎
年
20
0エ
コ
／
10
年
間
支
給
さ
れ
る
）
国
際
エ
コ
連
合
交
換
レ
ー
ト
き
れ
い
な
水
２
個
で
10
0エ
コ
４
個
で
１
ミ
ニ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
青
い
紙
使
用
。
10
0×
30
（
ｍ
ｍ
）
の
長
方
形
。
定
規
、
鉛
筆
、
は
さ
み
を
用
い
る
こ
と
。
き
れ
い
な
空
気
２
個
で
10
0エ
コ
４
個
で
１
ミ
ニ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
青
い
紙
使
用
。
半
径
４
セ
ン
チ
の
円
。
定
規
と
コ
ン
パ
ス
と
は
さ
み
を
用
い
る
こ
と
。
植
林
活
動
２
個
で
30
0エ
コ
２
個
で
１
ミ
ニ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
（
緑
の
紙
。
半
径
４
セ
ン
チ
の
円
)＋
（
茶
色
の
紙
。
60
×
20
（
ｍ
ｍ
）
の
長
方
形
）。
お
金
か
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
(エ
コ
へ
の
貢
献
)か
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
国
は
、
｢環
境
に
や
さ
し
い
国
｣と
し
て
国
際
的
な
評
価
を
受
け
ま
す
。
資
源
と
技
術
の
配
分
ひ
び
き
高
校
で
は
以
下
８
種
類
を
準
備
し
た
。
(７
グ
ル
ー
プ
作
り
、
各
グ
ル
ー
プ
に
選
択
し
て
も
ら
う
。
)
コ
ン
パ
ス
は
さ
み
定
規
え
ん
ぴ
つ
紙
　
青
紙
　
緑
紙
　
茶
色
○
○
○
○
○
○
は
可
能
○
○
○
○
○
線
は
可
能
○
○
○
○
○
○
豊
か
○
○
○
○
ち
ぐ
は
ぐ
○
○
○
ち
ぐ
は
ぐ
○
○
○
○
技
術
の
み
○
○
○
資
源
の
み
○
○
○
○
そ
の
他
そ
の
他
、
書
記
官
が
筆
記
す
る
紙
も
準
備
す
る
。
各
グ
ル
ー
プ
に
配
布
す
る
記
録
用
紙
は
以
下
の
内
容
と
す
る
。
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
国
名
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
メ
ン
バ
ー
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
大
統
領
（
　
　
　
　
　
）
秘
書
官
（
　
　
　
　
　
　
）
国
民
（
　
　
　
　
　
　
）
最
初
の
持
ち
物
　
青
い
紙
　（
　
　
　
　
）
枚
　
　
　
　
　
　
　
緑
の
紙
　（
　
　
　
　
）
枚
　
　
　
　
　
　
　
茶
色
の
紙
（
　
　
　
　
）
枚
　
　
　
　
　
　
　
は
さ
み（
　
　
）、
コ
ン
パ
ス（
　
　
）、
定
規（
　
　
）、
鉛
筆（
　
　
）
国
の
生
産
活
動
・
貿
易
活
動
（
以
下
、
記
入
す
る
た
め
の
余
白
を
十
分
に
と
る
。）
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入門演習における出前授業の取組――「エコ・トレードゲーム（KIU版）」
資料３：ひびき高校　現代社会・基礎　エコ・トレードゲーム（KIU版）の振り返り⑴
田中教諭（2011．12．12）によるものを筆者が一部改編
国名 タナカ B スターリア ひびき 北九州 プロイセン
メンバー（人数） 3 3 4 3 3 3
最初の持ち物 　 　 　 　 　 　
・青い紙（枚） 4 0 4 0 4 4
・緑の紙（枚） 5 0 0 3 0 3
・茶色の紙（枚） 0 0 3 0 3 3
・はさみ（丁） 1 1 1 0 0 0
・コンパス（本） 1 1 0 0 1 0
・定規（本） 1 1 1 1 1 0
・鉛筆（本） 0 1 1 1 0 0
はじめに技術や資
源をみたときに、
どんな国だと思い
ましたか（生徒の
イメージ）
アメリカみ
たいな国
技術しかな
い国
きれいな水
を作れる国
資源も技術も
持っているが、
持っている技術
と資源で製品を
作れない国
資源も技術も
持っているが、
持っている技術
と資源で製品を
作れない国
資源しかな
い国
国の生産活動・
貿易活動
スターリア
と茶と緑を
交換／ひび
きにコンパ
スを貸出、鉛
筆を借りる
プロイセン
に紙をもら
い、 作 っ た
資源を半分
渡す／北九
州に３分間
はさみ貸し
出し／ひび
きにいつで
もはさみを
貸出す代わ
りに紙をも
らう
水４つ生産
／タナカと
茶と緑を交
換／ひびき
と鉛筆とコ
ンパスを交
換／水６つ
生産／植林
活動４つ
北九州と紙を
交換／プロイ
センから紙を
もらい、定規
と鉛筆を貸出
／Ｂからはさ
みを借り、紙
１枚を渡す／
タナカに鉛筆
を貸出し、コ
ンパスを借り
る／スターリ
アにコンパス
を貸出し、鉛
筆を借りる
青３枚を緑
２枚と交換
／はさみを
３分間借り
た／コンパ
スを水３枚
と交換／水
６枚と300エ
コを交換
Ｂに青一枚を
渡して生産物
の半分を受取
る／ひびきに
茶１枚渡して、
鉛筆と定規を
共有／北九州
に水１枚渡し
てコンパス５
分借りる／北
九州に水２枚
渡してコンパ
スをもらう 
活動の成果
グ リ ー ン
カード１枚
／ エ コ マ
ネー14枚
ミニグリー
ンカード１
枚／エコマ
ネー６枚
ミニグリー
ンカード２
枚／エコマ
ネー５枚
ミニグリー
ンカード３
枚／エコマ
ネー２枚
エコマネー
３枚
ミニグリー
ンカード１
枚／エコマ
ネー２枚
どんな国をめざ
した？
グ リ ー ン
カードは１
枚あれば十
分、 エ コ マ
ネーを稼ぐ
ことを重視
エコマネー
が入手しや
す い の で、
これを重視
した
エコマネーと
ミニグリーン
カードの交換
比率が同じも
のだけ、ミニグ
リーンカード
に換え、残りは
エコマネー。
生産活動で
せいいっぱ
い。 国 づ く
りを考える
余裕なし。
生産活動で
せいいっぱ
い。 国 づ く
りを考える
余裕なし。
生産活動で
せいいっぱ
い。 国 づ く
りを考える
余裕なし。
環境に優しい国 ○ 　 　 　 　
筆者の考察
十分な資源
も技術もあ
り、不足物を
交渉によっ
て集めて、唯
一のグリー
ンカード保
有国になっ
た。
技術しかな
い国なので、
技術を貸出
して資源を
入手するよ
う交渉がで
きた。
交換比率も
丁寧に検討
し て お り、
大変巧みに
ゲームを構
成している。
鉛筆を使い
終わったら
コンパスと
交換してい
るところも
すばらしい。
全ての国（５
カ国）と交
渉を成立さ
せている点
が素晴らし
い。 生 産 活
動の困難さ
を、 積 極 的
な交渉で解
決している。
最終的に換
金できたの
は水６枚に
なる。他国と
交渉もして
い る が、 あ
まり生産活
動には結び
付かなかっ
たようであ
る。
はさみをどの
ように調達し
たのかが不明
であるが、盛
んに交渉して
技術を調達、
もしくは資源
を輸出して加
工品を輸入す
るように交渉
できている。
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資
料
４
：
ひび
き高
校　
現代
社会
・基
礎　
エコ
・ト
レー
ドゲ
ーム
（ K
IU版
）の
ふり
かえ
り（
２）
 
田
中
教
諭
(2
01
1.1
2.1
2)
に
よ
る
も
の
を
筆
者
が
一
部
編
集
ふ
り
か
え
り
の
視
点
｢ゲ
ー
ム
は
国
際
経
済
の
縮
図
｣
①
南
北
問
題
な
ど
の
国
家
間
の
経
済
格
差
　
・
ゲ
ー
ム
の
結
果
が
、「
資
源
だ
け
あ
る
国
」
と
「
技
術
だ
け
あ
る
国
」
と
を
比
較
す
る
と
、「
技
術
だ
け
あ
る
国
」
の
ほ
う
が
経
済
的
に
豊
か
と
な
り
、
国
際
経
済
の
現
状
と
同
じ
に
な
っ
た
。
　
・
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
長
け
れ
ば
、
資
源
し
か
な
い
国
は
、
OP
EC
の
よ
う
に
同
盟
を
結
び
、
資
源
の
輸
出
を
調
整
し
た
ら
、
マ
ネ
ー
を
稼
ぎ
や
す
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
②
経
済
活
動
が
で
き
な
い
国
の
労
働
者
の
気
持
ち
　
・
自
国
の
持
ち
物
だ
け
で
は
製
品
を
作
れ
な
い
国
　
⇒
　
ゲ
ー
ム
が
面
白
く
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
これ
は現
実の
世界
でも
同じ
だろ
う。
③
国
際
社
会
が
何
を
す
べ
き
か
？
　
・
ゲ
ー
ム
で
は
生
産
活
動
を
す
る
こ
と
で
必
死
。
⇒
　
現
実
の
社
会
で
も
同
じ
で
は
な
い
か
？
　
・「
タ
ナ
カ
国
」
は
資
源
も
技
術
も
豊
富
で
あ
る
の
に
、
自
国
内
で
の
生
産
を
す
る
ば
か
り
で
、
他
国
へ
の
無
償
援
助
を
行
わ
な
か
っ
た
。
⇒
　（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
は
入
手
し
て
い
る
が
、）
こ
れ
は
、
O
D
A
に
無
償
の
贈
与
が
求
め
ら
れ
る
現
実
の
課
題
と
同
じ
で
は
な
い
の
か
。
　
・
｢国
際
エ
コ
連
合
｣が
、
製
品
を
作
れ
な
い
国
に
対
す
る
支
援
を
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
。
　
　
⇒
　
実
際
の
国
際
連
合
で
は
、
南
北
問
題
の
解
決
に
向
け
て
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
　
・
現
実
の
社
会
で
は
、
南
北
問
題
の
解
決
に
N
G
O
が
貢
献
し
て
い
る
。
④
環
境
問
題
に
取
組
む
こ
と
は
大
変
　
・
製
品
を
エ
コ
マ
ネ
ー
か
ミ
ニ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
に
交
換
す
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
交
換
比
率
の
悪
い
ミ
ニ
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
に
交
換
す
る
の
は
手
間
が
か
か
る
。
　
⇒
　
環
境
問
題
に
取
組
む
こ
と
は
大
切
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
日
々
の
経
済
活
動
で
は
、
手
間
が
か
か
る
環
境
に
配
慮
し
た
活
動
は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
と
同
じ
。
生
徒
の
感
想
良
い
点
・
一
つ
の
ゲ
ー
ム
で
経
済
の
勉
強
が
で
き
て
す
ご
い
と
思
っ
た
。
・
意
外
と
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
・
少
し
や
や
こ
し
く
最
初
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
面
白
か
っ
た
。
・
と
て
も
面
白
く
、
と
て
も
難
し
い
ゲ
ー
ム
で
、
机
上
の
議
論
だ
け
で
は
ダ
メ
な
ん
だ
と
思
っ
た
。
・
自
分
の
国
だ
け
が
稼
ぐ
こ
と
が
良
く
な
い
こ
と
だ
と
気
付
い
た
。
・
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
た
ら
製
品
を
作
れ
る
の
か
を
考
え
る
の
が
大
変
で
し
た
。
・
全
て
の
チ
ー
ム
と
取
引
し
て
み
て
、
交
渉
す
る
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。
・
自
分
か
ら
積
極
的
に
動
く
の
は
難
し
く
、
な
か
な
か
出
来
な
か
っ
た
。
実
際
の
貿
易
活
動
は
も
っ
と
大
変
な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
・
今
回
の
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
自
分
が
国
際
経
済
に
関
し
て
無
関
心
だ
っ
た
か
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
や
っ
て
み
た
い
。
ゲ
ー
ム
の
改
良
す
べ
き
点
等
・
大
統
領
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
・
持
っ
て
い
る
エ
コ
マ
ネ
ー
で
、
国
際
エ
コ
連
合
か
ら
技
術
を
変
え
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
・
持
っ
て
い
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
数
に
よ
っ
て
、
国
際
エ
コ
連
合
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
た
り
し
た
ら
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
・
提
案
と
し
て
、
も
う
少
し
ゲ
ー
ム
自
体
の
時
間
を
増
や
し
た
い
。
そ
し
て
技
術
に
そ
れ
ぞ
れ
リ
ス
ク
を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。
・
や
は
り
、
国
際
エ
コ
連
合
の
人
が
も
っ
と
指
導
等
し
て
く
れ
る
と
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
と
思
う
。
九
国
大
の
学
生
が
一
回
教
え
に
き
て
く
れ
た
時
は
、
よ
く
理
解
で
き
た
。
楽
し
か
っ
た
。
・
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
は
っ
き
り
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
大
統
領
は
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
。
大
統
領
、
書
記
官
、
国
民
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
と
か
を
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
・
製
品
を
作
っ
て
出
た
紙
の
屑
を
、
産
業
廃
棄
物
や
温
室
効
果
ガ
ス
に
た
と
え
て
み
る
と
良
か
っ
た
。
・
ト
レ
ー
ド
の
レ
ー
ト
が
変
動
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
世
界
の
ト
レ
ン
ド
は
物
価
に
変
動
す
る
の
で
。（
複
数
意
見
）
そ
の
他
の
気
づ
き
等
・
製
品
が
作
れ
な
か
っ
た
国
だ
っ
た
の
で
、
も
っ
と
最
初
か
ら
動
い
て
、
資
源
と
技
術
を
確
保
で
き
て
い
た
ら
良
か
っ
た
。
・
鎖
国
を
し
て
み
た
か
っ
た
。
・
資
源
し
か
な
か
っ
た
の
で
他
国
と
交
渉
す
る
こ
と
し
か
頭
に
浮
か
ば
な
か
っ
た
が
、
同
盟
と
い
う
方
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い
れ
ば
、
も
っ
と
良
い
結
果
が
出
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
・
自
国
が
一
番
に
な
る
よ
う
に
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
・
結
果
を
見
る
と
、
現
実
の
世
界
の
よ
う
に
「
環
境
よ
り
お
金
」
だ
な
と
実
感
で
き
ま
し
た
。
や
は
り
、
環
境
を
維
持
し
た
り
、
木
を
植
樹
し
た
り
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
・
手
際
良
く
水
や
資
源
を
、
今
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
作
れ
る
だ
け
作
り
、
作
り
切
っ
て
か
ら
取
引
き
し
た
ら
も
っ
と
エ
コ
マ
ネ
ー
が
手
に
入
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
・
自
分
が
次
に
ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ら
、
技
術
だ
け
を
と
っ
て
資
源
だ
け
の
国
と
同
盟
を
結
ん
で
、
分
け
前
を
半
々
に
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
資
源
を
借
り
、
他
国
の
代
わ
り
に
生
産
活
動
を
行
う
専
門
の
国
に
な
り
、
儲
か
っ
た
お
金
を
半
分
も
ら
う
と
か
と
い
う
よ
う
に
、
分
業
し
て
も
よ
い
と
思
っ
た
。
